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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

52 - ユダヤ人 
  

   ユダヤ教は、何よりもまず、宗教的共同体としてではなく、民族として

理解されなければならない。それは、共通の言語、文化、歴史を持ち、宗

教に裏打ちされた厳しい人種法によって守られた共通の血の混じった、

アーリア人種の民族とは異質の民族である。したがって、国家社会主義

は、ユダヤ人とアーリア人の人種的分離を要求する。  

   しかし、ユダヤ人とアーリア人の混血の政治的重要性は、おそらく歴史

的に非常に過大評価されてきたと思われる。この人種の混合よりも、精神

的な力としてのユダヤ人のアーリア人の文化史への浸透の方が重要であ

り、より悲惨であることが、今日まで証明されているのです。だからこ

そ、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領は、第24項でドイツ民族の復興

のための前提条件として、「我々の内外のユダヤ人物質主義精神」に対す

る抵抗-これはすべてのアーリア民族に準用される-を宣言しているのであ

る。 

   この「ユダヤ唯物論的精神」は、ユダヤ人の生活を完全に規制し決定し

ようとするユダヤ宗教に由来し、人々の生活と人々の宗教の同一性が追求

される。精神的宗教的権力としてのユダヤ教の特徴とその致命的影響は、

何よりも教条主義、狂信主義、平等と個人主義のイデオロギーであり、こ

れらはすべてアーリア人の精神とはまったく異質であるが、アーリア文化

におけるユダヤ人の影響によって歴史的に強力になったものである。 
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   この影響はキリスト教に始まり、非宗教的な形で、他の多くの教条的イ

デオロギー、とりわけマルクス主義、自由資本主義、精神分析における人

生に対する態度として続き、最終的には、いかなる精神的内容も完全に排

除された唯物論に行き着いた。したがって、ユダヤ教は歴史的にアーリア

人の生命と世界に対する自然な理解からの疎外、彼の本性と彼の文化の間

のギャップに本質的に関与しており、したがって彼の退廃の重要な原因で

あったのである。 

   だからこそ、ユダヤ教に対する国家社会主義の闘い、すなわち反ユダヤ
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主義は、退廃的なマイナス世界に対する闘い、新秩序のための闘いの重要

な部分なのである。この反ユダヤ主義の闘いは、何よりも世界観的、精神

的な防衛闘争であり、それは、ユダヤ人、あるいは、一人一人のユダヤ人

を叩くのではなく、ユダヤ人の思考と感情のアーリア人に対する影響を断

ち切りたい、断ち切るであろうというものである。 

   アーリア人のための外国人 - - 態度や感情、目標：世界支配！ユダヤ教の

宗教の特徴は、しかし、離れてから、言及されています。 

このユダヤ教の権力的・政治的目標は、シオニズムという政治運動に具現

化されている。これは、ユダヤ民族の意志を担うユダヤ民族運動を表し、

したがって、世界支配を目指す無宗教のユダヤ人をも包含しているのであ

る。 

   したがって、シオニズムは、国家社会主義の政治的擁護であり、それ

は、世界ユダヤ人の組織的権力であるからである。国家社会主義が、ユダ

ヤ人の絶滅、いわゆるホロコーストによって、ユダヤ人問題を解決しよう

としているというのは、忌まわしい宣伝である。それは、個々のユダヤ人

の迫害を目指すのでもなく、民族全体の絶滅を目指すのでもなく、すべて

のユダヤ人の影響とすべてのシオニストの権力からアーリア民族の自由と

独立をもたらす政治的最終解決によって解決されるべきなのである。 
  

53 - 青少年 
  

   国家社会主義は、人民のすべての集団と階層に等しく訴えかけるが、常

に、若者の間に特に強い訴えと支持を見出してきた。これは、闘争の時期

に特に言えることで、革命を目指す国家社会党（国家社会主義ドイツ労働

者党を参照）は、若者の自然な闘争本能に訴え、優勢なマイナス世界のあ

らゆる物質主義と退廃の中で、その価値観念論を通じて、それまで方向性

を失っていた若者の人生に価値と意味を満たしているのである。逆に、国

家社会主義は-闘争の時代にも、国家社会主義フォルクスシュタートの革

命後にも-若者を二重の視点から見ている。 
  

1.  彼は、若者の自然な反抗傾向を、権力掌握後も続く絶え間ない文化革

命に利用し、国家を総動員しているのである。 
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2.革命後の第三世代、すなわち、国家社会主義によってのみ形成された最

初の青年においてのみ、新秩序への取り返しのつかない移行が可能にな

る。そのためには、国家と党による全面的な刷り込みと教育、そして、こ

の青年の包括的な戦闘的かつ専門的なエリート形成が必要となる（「エ

リート」と「総統臨時代理」の項を参照）。戦闘的エリート教育は、闘争

の時期にすでに始まり、専門的エリート教育は、主に革命後のエリート学

校を通じて行われる（「エリート教育」の項を参照）。 
  

   現在、新戦線の思想集団は、政治的兵士の倫理を掲げたNSDAPのシュ

トゥルム＝アブテイルンゲンの精神と伝統のもとに、幹部の養成に主眼を

置いている。そのため、主にドイツの若者を惹きつけ、若くして高い責任

と役職を任せ、ドイツの将来を切り開くことになるのである。 
  

若者を制するものが未来を制する！？ 

 

54 - CADRES 
  

   国家社会主義ドイツ労働者党の悲劇的な歴史と1945/56 JdF後の組織崩壊

の結果として、新世代の国家社会主義は、指導者に集中するのではなく、

幹部運動として国家社会主義党を再建しようと努めています。  

   今日の国家社会主義者は、総統原理に従って組織された党を指向してお

り、生きている個人を指向しているわけではない。したがって、ナチスの

禁止とNSDAPの再確立のための戦いにおいて、新戦線は、幹部の形成を

促進し、いかなる人格崇拝も拒否するのである。 

   新戦線は、国家社会主義者の幹部が統制する大衆組織と戦線組織を形成

している。これらの幹部は、政治闘争のバックボーンを形成している。幹

部とは、国家社会主義者の労働者主義と兵士としての倫理に特別な程度ま

で従って生活し、党に対する不断の献身と犠牲、忠誠と規律によってこれ

を実証する国家社会主義者を意味する。 
  

幹部は運動の統一を保証し、彼らの忠誠心と規律は深刻な分裂や内部抗争

を防ぐ。 
  

幹部は、献身的な努力と犠牲をいとわず、政治闘争の原動力となるため、
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党員数や民意の変動にかかわらず、党のバックボーンを形成している。 
  

迫害と禁制の時代には、幹部たちは内なる結束と思想への忠誠のおかげ

で、思想の共同体としての生存と後の組織の再確立を保証します。 

  

   幹部は、政治闘争や扇動への抵抗、迫害、意見のための投獄に至るまで

の追放の中で形成され、その後、特別な訓練を受け、それによって自分の

任務と責任を認識させ、準備し、それに従って配備されるのである。カド

レの形成は、エリート形成の第一段階である（エリートを参照）。 

   革命後、迫害や弾圧など闘争期の自然な試練はもはや必要ない。それと

同じ程度に、幹部とエリートの形成を引き続き促進し、たるみ、ブルジョ

アジー、大物支配の芽を摘むために、新しいハードル、テスト、ますます

鋭い前提条件が、党自身によってつくられなければならないのである。こ

のようにして、党は、ブルジョア時代（ブルジョアジー参照）を労働者の

時代によって克服するための条件をつくりだし、それによって、新秩序の

実現を可能にするのである。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウク

の小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

   
32. 

  

   ある夜、党のシカゴ本部で当番が電話に出たところ、ユダヤ人の罵詈雑

言が耳に入ってきたという話である。 

   「お前らナチがスコーキーに来たら、その内臓を他の人種差別主義者の

犬に食べさせてやる！」、などと愛想よく言った。この息の詰まるような

おしゃべりが数分続き、聞き役の当直士官は一言も発しない。 

   "お前はゴミ野郎だ "と電話は続いた。"聞いてるのか？お前はゴミ男

だ！ゴミ男だ！」。ゴミ屋敷の男だ！" 

   二の足を踏んでいると、当直が落ち着いた優しい声で言った。"いや、

私はゴミ屋ではないが、あなたとあなたの家族を回収に来る時はそうする 

"と。 

   電話の相手は悲鳴をあげて電話を切った。 
  

  
33. 

  

   ヨーゼフ・ゲッペルス博士の部下たちは、1930年のあからさまなボル

シェビキの反ドイツ映画の「ワールドプレミア」を、忘れがたい一夜にし

たのである。彼らは、派手なユダヤ人、マルクス主義者、そしてワイマー

ル「文化」の忌まわしい同人である貴族の堕落者たちで満席になったベル

リンの劇場に潜入したのだ。  西部戦線異状なし』（アメリカでは『西部
戦線異状なし』という別の不愉快な映画にリメイクされた）が銀幕にちら

つくと、正体不明のストームトルーパーが数百匹のネズミを放った。害虫

は本能的に自分たちの存在を知っており、悲鳴を上げる観客の脚の上を逃

げ回り、非常口から外へ飛び出した。 

   そして、そのとどめとして、数十羽のハトが放たれた。このハトが、映

写室からスクリーンまでの光線の上を行ったり来たりして、映画を巨大な

影で覆い、パニックになった観客に糞をぶつけて、ドイツ空軍の勝利のよ
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うに見せた。言うまでもなく、この「レッド・フリック」は批評的には成

功しなかった。 
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